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  平成30年7月1日現在

 人　口　 14,178 人
 男　性 6,871 人
 女　性 7,307 人
 世帯数 6,552 戸

御殿山登山口にて

続々とゴールへ駆け込む

盛り上がる表彰式 変わり種自転車も挑戦 緊張のスタート

　

南
浅
間
は
昭
和

五
十
一
年
地
籍
名

「
字
」
の
変
更
が
行
わ

れ
今
年
で
四
十
二
年
、

昭
和
二
十
四
年
の
本
郷
村
大
字
大

か
ら
数
え
て
六
十
九
年
の
歳
月
が

流
れ
た
。
新
興
住
宅
地
と
し
て
世

帯
、
人
口
共
に
増
加
し
て
来
た
。

平
成
二
年
四
十
周
年
を
記
念
し
公

民
館
前
に
花
壇
を
作
り
、
双
体
道

祖
神
を
建
立
守
護
し
て
い
る
。
又

南
浅
間
の
松

寿
会
（
老
人

ク
ラ
ブ
）
は

役
員
、
先
輩

　

横
田
第
2

町
会
で
は
、
毎
年
二
月
と
十
月
に

公
民
館
主
催
の
「
味
噌
づ
く
り
講

習
会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
講

師
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
材

料
の
大
豆
、
米
麹
、
塩
は
す
べ
て

国
産
品
を
使
用
し
、
保
存
料
は
無

添
加
で
美
味
し
く
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
と
あ
っ
て
毎
年
好
評
で
す
。

参
加
者
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、

の
努
力
に
よ
り
絆
を
深
め
積
極
的

に
何
事
に
も
取
り
組
み
、
毎
年
会

員
が
増
加
、
他
の
地
区
に
見
ら
れ

な
い
特
質
が
あ
る
。
花
壇
の
整
備
、

手
入
れ
を
は
じ
め
昨
年
末
よ
り「
健

康
第
一
」
を
目
標
に
月
二
回
ボ
イ

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
町
会
清
水
和

幸
さ
ん
（
83

歳
）
が
講
師

と
な
り
全
身

を
ほ
ぐ
す
動

き
や
歌
唱
な

ど
町
会
と
一

体
と
な
り
活

動
し
て
い
る
。

約
半
年
後
に
食
卓
に
上
が
る
の
を

楽
し
み
に
待
ち
ま
す
。

　

以
前
は
多
く
の
家
で
味
噌
焚
き

を
し
た
も
の
で
す
が
、
今
は
そ
の

習
慣
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
日
本
古
来
の
発
酵

食
品
で
あ
る
味
噌
は
、
松
本
に
由

来
が
あ
る
と
の

事
で
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
美

味
し
い
味
噌
づ

く
り
を
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

ツ
ー
ル
･
ド
･
美
ヶ
原
高
原
自

転
車
レ
ー
ス
大
会
が
7
月
1
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
12
歳
か
ら
85
歳
ま

で
の
1
5
1
6
人
が
全
国
か
ら
集

ま
り
、
標
高
差
1
2
7
0
メ
ー
ト

ル
、
全
長
21.
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

平
均
勾
配
5.
9
％
の
全
国
で
も

過
酷
と
い
わ
れ
る
登
坂
レ
ー
ス
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
松
本
市
野
球
場
前
か
ら
天
狗
の

露
路
ま
で
約
一
時
間
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
ツ
ー
ル
･
ド
･

美
ヶ
原
。
自
然
豊
か
な
美
ヶ
原
高

原
を
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
感

じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
松
本
や

浅
間
温
泉
地
域
の
情
報
発
信
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
今
年
で
19
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
レ
ー
ス
を
支

え
て
い
る
の
は
地
元
企
業
と
総
勢

4
0
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
給

水
や
炊
き
出
し
、
交
通
整
理
や
走

行
路
の
美
化
、
ゴ
ミ
の
後
片
付
け

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
大
会
を
支
え

て
い
ま
す
。
最
高
気
温
33.
5
度

の
な
か
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
テ
キ

パ
キ
と
働
く
姿
は
印
象
的
で
し

た
。

　

美
鈴
湖
も
り
の
国
に
お
い
て
、

三
才
山
地
区
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
参
加
者
は
気
持
ち
の

良
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
の
後

は
三
才
山
公

民
館
で
表
彰

式
＆
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
郷
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
と

本
郷
公
民
館
共
催
。
初
夏
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
４
組
の
親
子
、
大

人
４
名
、
子
供
５
名
、
同
行
者
５

名
に
て
浅
間
温
泉
の
史
跡
等
、
館

長
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
晴
台

を
目
指
し
ま
し
た
。
又
、
松
枯
、

倒
木
な
ど

多
く
、
自

然
の
現
実

を
目
の
当

た
り
に
い

た
し
ま
し

た
。 6/3

わがまち
わが町会

南浅間
町会

横田第2
町会

「
ツ
ー
ル
･
ド
･
美
ヶ
原
」
開
催
さ
れ
る
！

　
　
　
　
　
　
～
約
4
0
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
～

6/17

三
才
山
町
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

御
殿
山

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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浅
間
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
四
十
七
年
五
月
に
開
館
し
、

四
十
六
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
て

い
ま
す
。
開
館
当
時
は
合
併
前
の

本
郷
村
時
代
。
以
後
、
多
く
の
地

域
の
皆
様
方
の
お
力
に
支
え
ら
れ

歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
五
月
二
十
六
日
に
恒
例

の
餅
つ
き
会
を
開
催
し
、「
ヨ
イ

シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
掛
け
声
に

合
わ
せ
、
元
気
に
餅
を
つ
く
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
笑
顔
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

会
食
会
で
は
、
で
き
た
て
の
き

な
こ
餅
や
黒
ご
ま
餅
を
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
食
会
後
の
、
セ
ン
タ
ー
の
子

ど
も
た
ち
の
詩
吟
や
歌
（
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
・
本
郷
小
学
校
校

歌
）の
発
表
に
心
が
和
み
ま
し
た
。 　

第
17
回
松
本
浅
間
温
泉
手
し
ご

と
市
と
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
は
7
月

7
日
～
8
日
ま
で
、
浅
間
温
泉
広

場
で
、「
手
か
ら
手
へ
、
作
る
人

か
ら
使
う
人
へ
、
繋
が
る
、
モ
ノ

と
コ
コ
ロ
の
楽
し
い
出
会
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
気
に
入
っ
た
物
を

探
す
人
、
音
楽
を
楽
し
む
人
、
飲

食
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
2
日
間
で

し
た
。

　

本
郷
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
総
会
並
び
に
出
井
博
文
弁
護
士

よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
意

識
、
原
因
、
対
策
に
つ
い
て
の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、
日
々
の
暮
ら

し
を
見
直
す
視
点
を
与
え
て
も
ら

え
ま
し
た
。

　

小
谷
村
の
牧
場
跡
地
で
、
雨
の

中
で
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
い
人
で
2

キ
ロ
以
上
の

収
穫
。
そ
の

後
温
泉
と
食

事
を
楽
し
み
、

10
名
の
参
加

者
は
充
実
し

た
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
「
浅
間
温
泉
ホ
タ
ル
の
里
づ
く

り
の
会
」
の
方
の
説
明
を
聞
き
、

30
名
を
超
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
幻
想
的
に
舞
う
ホ
タ
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

本
郷
公
民
館
で
は
、
防
災
と
科
学

に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
を
五
回
シ

リ
ー
ズ
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

第
一
回
目
を
松
本
市
危
機
管
理
課
の

職
員
を
お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

�

●
一
番
大
切
な
も
の
　
　　
　
　

　

�

講
演
は
、
一
番
大
切
な
も
の
＝

た
っ
た
一
つ
の
「
命
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
！
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

●
日
常
の
取
組
み

���　

�

家
庭
内
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
身

の
回
り
の
整
理
・
整
頓
な
ど
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
る
活
動
が
大
切

で
あ
り
、
ま
た
、
み
ん
な
の
安
心

と
元
気
を
支
え
る
た
め
に
、
日
々

の
健
康
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

●
知
ろ
う
　
役
立
て
よ
う

　

�

講
演
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、

　

�

本
郷
地
区
は
地
震
の
際
に
揺
れ
や

す
い
地
域
で
あ
る
こ
と
。

②
非
常
持
ち
出
し
袋
に
は
大
事
な
も

　

�

の
（
眼
鏡
、
薬
な
ど
）
を
入
れ
て

お
く
こ
と
。

③
避
難
所
に
は
い
く
つ
か
の
形
態
が

　

�

あ
る
が
、
運
営
の
主
体
は
住
民
で

あ
る
こ
と
。（
参
考
：
「
福
祉
避

難
所
」
は
一
般
の
指
定
避
難
所
で

生
活
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
な
方

が
対
象
。
本
郷
地
区
内
に
は
指
定

箇
所
な
し
。）

④
市
は
空
振
り
し
て
も
避
難
勧
告
を

　

発
表
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
。

●
●
●
●
● 

公
民
館
講
座 

●
●
●
●
●

浅
間
児
童
セ
ン
タ
ー

開
館
記
念
餅
つ
き
会

開
館
記
念
餅
つ
き
会

6/12

わ
ら
び
狩
り
講
座

7/3

親
子
で
ホ
タ
ル
を
見
よ
う

親
子
で
ホ
タ
ル
を
見
よ
う

6/10

防
災
講
座

防
災
講
座（
第 

一 

回
）

（
第 

一 

回
）

【
防
災
と
自
主
防
災
組
織
の
役
割
】

7/7～

7/8

浅
間
温
泉
手
し
ご
と
市

7/5

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

人
権
啓
発
推
進
協
議
会


